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ラジオ放送 

○ ラジオの広告費については、９０年代以降、一貫して減少傾向。 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

○ ビル陰、電化製品の雑音等による都市部での難聴の増加。（特にＡＭ放送で顕著。） 
 
 

テレビ 
１兆７,７５７億円 

ラジオ 
１，２４６億円 
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１ 現状 

２ 課題 

ＡＭ放送の送信所アンテナの例 
  埼玉県久喜市菖蒲町にある 
   ＮＨＫ第１、第２の送信所 
 

   出力：３００ｋＷ 
    送信アンテナ高 ： ２４５m 
   （写真右） 

○ ＡＭ送信所は海や河川の近くに設置されている場合が多く、津波や洪水の被害を受けやすい。 

出典：『日本の広告費』（電通） 



ラジオ放送に関する受信相談数推移（関東総合通信局における受付実績） 

 近年ラジオの受信相談は増加傾向。特にＡＭラジオの受信相談が大きく増加。 

 受信相談の内容としては、ＡＭラジオの場合、電気機器からの電気雑音による難聴や鉄筋の集合住
宅内の難聴が多い。 

※関東総合通信局・・・茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
山梨県の１都７県を所管 

【年度別ラジオ受信相談件数（Ｈ１５年度～Ｈ２３年度）】 【受信相談内容内訳（Ｈ23年度）】 

【ＡＭラジオ】 

【ＦＭラジオ】 
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AM放送 

FM放送 

（件） 

（年度） 

電気雑音 
（電気機器、鉄道,
工作機械等）  

53件 

鉄筋の集合住宅

内 26件 

送配電線 
４件 他の無線局 

（アマチュア無線、

トラック等） ９件 

他のＡＭ局混入 
５件 

地形的・地理的に

受信困難 
16件 

その他（受信設備

不良や一般相談

等） 73件 

電気雑音 
（回転機器） １件 

鉄筋の集合

住宅内  ２件  

マルチパス、 
ビル陰 13件 

他の無線局 
（アマチュア無

線、トラック等） 
 ３件 

他のＦＭ局 
混入 ３件 

地形的・地理的

に受信困難 
５件 

その他（受信設

備不良や一般相

談等）  20件 
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ＡＭラジオの都市型難聴について 

• 電波が都市部を通る場合は、都市部を通らない場合よりも大幅に電界強度が減衰する。 

• １９７９年と２００５年を比較すると、都市部における電界強度が大幅に低下。（民放資料に
よる。） 

・都市部を通らない方向は減衰が少ない。 
・ 大阪市内を通る方向は大幅な減衰。 

（ウ）都市部を通過する方向 （エ）海岸沿いの方向 
（ｂ）１９７９年（昭和５４年）との比較 

（ａ）方向別電界強度比較 

泉南市周辺以外、電界
強度の低下は見られな
い 

大阪市内では1979年と

比較して、電界強度が
大幅に低下 

調査方向 
（ア）  

（イ）  

（ウ） 

（エ） 

（エ）の場合 
海岸線沿いの阪

南市方向 

（ア）の場合 
海岸近くを通る
尼崎市方向 

（ウ）の場合 
大阪市内を通る
門真市方向 

（イ）の場合 
大阪市内を通
る門真市方向 
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◆地震発生後、最初に利用したメディア 

その他 
新聞 

インターネット 

ワンセグ 

テレビ 

ラジオ 

42% 

40% 

8% 

6% 

1% 3% 

◆地震発生時の居場所 

職場や学校 

その他 

自宅・職場・
学校以外 

自宅 

公共交通機関 

自動車の中 

ＮＨＫ放送文化研究所「放送研究と調査」2011年9月号より 
・2011年5月25日～6月3日実施 
・岩手、宮城、福島、青森、茨城在住 18～49才男女（調査会社のモニターから抽出） 計3152名 

・震災１時間後、家中の電池をかき集めてラジオのニュースを聞いた。（青森・男２０代） 

・避難した小学校では底冷えがひどく、寒さをまぎらわすためにラジオを聞いた。眠れない深夜に
人の声を聞き続けることで安心できた。（宮城・女２０代） 

・メディアはラジオしかなく、地震速報、被害状況、道路事情など錯綜する情報が断片的に伝えら
れるのみで、沿岸部に関する有益な情報は得られなかった。（宮城・男４０代） 

・停電が続いたので家族みんなでコタツに入り、懐中電灯の灯りの中でラジオの地震情報を聞い
た。普段からよく聞いていて聞きなれた声なので安心感があった。（岩手・女２０代） 

6 

22 

30 

35 

65 

34 

13 

18 

6 

11 

31 

41 

42 

7 

5 

7 

16 

7 

2 

1 

3 

5 

2 

1 

1 

21 

3 

2 

49 

18 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新聞 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

テレビ 
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地震発生直後 翌日 翌々日～１週間 

３月下旬 ４月上中旬 利用していない 

◆震災後の利用メディアと利用開始時期 

災害時における放送の有用性 

東日本大震災の際は、発生直後から、テレビ・ラジオともに特別編成番組へ移行。 
長期間にわたり、被災情報、安否情報、生活情報など、必要とされる情報を提供し続けた。 
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Ｖ－Ｌｏｗ帯域等に関する周波数割当ての基本的方針 
（平成25年９月公表） 

108MHz 85MHz 99MHz 95MHz 90MHz 

ガ
ー
ド
バ
ン
ド 

 

コミュニティ放送 

AM放送の主たるFM
補完局又はその他の
FM補完局 
 
 

＜難聴対策＞ 
 ○ 都市型難聴 
 ○ 外国波混信 
 ○ 地理的・地形的難聴 
 

＜災害対策＞ 

V-Low帯域 現行FM帯域 
(76-90MHz) 

103.5MHz 

   コミュニティ放送 

   FM放送 

混信回避に真
に必要な場合 

地方ブロック向けマルチメディア放送 

＜難聴対策＞ 
 ○ 外国波混信 
 ○ 地理的・地形的難聴 
 
＜災害対策＞ 
  90-95MHzの周波数が確保

できない場合に限る 

AM放送のその他のFM
補完局 

北海道地域 

東北地域 

関東・甲信越地域 

東海・北陸地域 

近畿地域 

中国・四国地域 

九州・沖縄地域 

※ デジタルコミュニティ放送：今後の導入に向けて 
  技術基準その他の制度整備を進める。 

         ・・・103.5～108 MHz 
 

         ・・・ 99～103.5 MHz 
 

各地域毎に９セグメント(約4MHz)割当て 

アナログテレビ用 
ガードバンドを廃止ﾞ 
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外国波との混信
による難聴発生
地域をＦＭ波で
補完することに
より対策 

地形的原因で生じる遮へいによる受信障害
又は地理的原因による受信障害が発生する
地域をＦＭ波で補完することにより対策 

ＡＭ放送局 ＡＭ放送局 

ＡＭ放送局 

ＦＭ補完局 

ＦＭ補完局 

②外国波混信対策 

③地理的・地形的難聴対策 

ＦＭ補完局 

外国の放送局 

ＡＭ波 ＦＭ波 

建築物による遮へ
いや鉄筋コンク
リート壁等による
影響や、電気雑音
による影響等によ
る難聴発生地域を
ＦＭ波で補完する
ことにより対策 

ＡＭ放送局 
ＦＭ補完局 

①都市型難聴対策 

④災害対策 

津波等の自然災害に
より中波放送局が大
きな被害を受け、放
送継続が困難となる
懸念のある地域でＦ
Ｍ波により補完する
ことにより対策 

ＡＭ放送局 

ＡＭ中継局 

ＦＭ補完局 

ＦＭ補完局の開設目的 7 

・ＦＭ補完局は、難聴対策又は災害対策の必要性が認められる場合に限り開設できるものとする。 
・「難聴」とは、「標準放送を行う放送局の放送区域」に規定するＡＭラジオ放送の法定電界強度を満たさない地点、又
は電気雑音の影響や外国波混信等によりＡＭラジオ放送の聴取が困難と判断される地点が継続的かつ地域的に存
在すると考えられる状態を想定。 



○ これまでに、以下についてＦＭ補完局の開設に係る規則等の改正を行った。 

制度整備の概要 
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（１） 基幹放送用周波数使用計画（参考資料参照） 
主たるＦＭ補完中継局が使用できる周波数を規定 
 

（２） 電波法施行規則 
免許申請の受付手続きを規定 

 
（３） 電波法関係審査基準 

免許申請の審査手続きを規定 



【参考資料】  ＡＭラジオ放送の親局の主たるＦＭ補完局に係る使用周波数 

放送対象地域 送信場所 周波数（ＭＨｚ）  

関東広域圏 
東京Ｒ１ ９０．５ 

東京Ｒ２ ９１．６ 

東京Ｒ３ ９３．０ 

中京広域圏 
名古屋Ｒ１ ９２．９ 

名古屋Ｒ２ ９３．７ 

近畿広域圏 
大阪Ｒ１ ９０．６ 

大阪Ｒ２ ９１．９ 

大阪Ｒ３ ９３．３ 

【広域放送】 

【県域放送】 

放送対象地域 送信場所 周波数（ＭＨｚ） 

長野県 長野 ９２．２ 

富山県 富山 ９０．２ 

石川県 金沢 ９４．０ 

福井県 福井 ９４．６ 

岐阜県 岐阜 ９０．４ 

静岡県 静岡 ９３．９ 

京都府 大津又は京都 ９４．９ 

兵庫県 神戸 ９１．１ 

和歌山県 和歌山 ９４．２ 

鳥取県・島根県 鳥取又は松江 ９２．２ 

岡山県 岡山 ９１．４ 

広島県 広島 ９４．６ 

山口県 周南 ９２．３ 

徳島県 徳島 ９３．０ 

香川県 高松 ９０．３ 

愛媛県 松山 ９１．７ 
高知県 高知 ９０．８ 

福岡県 福岡 ９０．２ 
９１．０ 

佐賀県・長崎県 佐賀又は長崎 ９２．６ 

熊本県 熊本 ９１．４ 

大分県 大分 ９３．３ 
宮崎県 宮崎 ９０．４ 

鹿児島県 鹿児島 ９２．８ 

沖縄県 那覇 ９１．５ 
９３．１ 

放送対象地域 送信場所 周波数（ＭＨｚ） 

北海道 札幌 ９０．４ 
９１．５ 

青森県 青森 ９１．７ 
岩手県 盛岡 ９０．６ 

宮城県 仙台 ９３．５ 

秋田県 秋田 ９０．１ 

山形県 山形 ９２．４ 

福島県 福島 ９０．８ 

茨城県 水戸 ９４．６ 
栃木県 宇都宮 ９４．１ 

神奈川県 横浜 ９２．４ 

新潟県 新潟 ９２．７ 

山梨県 甲府 ９０．９ 
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